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植
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世
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張
勝
植
は
一
度
死
ん
で
い
る
⁉ 　
出
生
の
秘
密
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植
さ
ん
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鶴
見
さ
ん
の
出
会
い
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２
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こ
れ
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こ
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界
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大
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」

世
界
の
金
融
は
高
句
麗
か
ら
の「
教
旨
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よ
っ
て
動
い
て
い
る

こ
れ
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ら
一
軍
、一
國
、一
金
の
平
和
の
時
代
を
つ
く
る

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
世
界
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
つ
く
る
た
め
の
実
験

「
ワ
ッ
シ
ョ
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ッ
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神
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来
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こ
と
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界
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る
金き
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和
銀
行
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っ
て
い
る
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張
勝
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名
を
か
た
っ
た
詐
欺
師
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現
れ
出
し
た
⁉ 

「
教
旨
」は
世
界
を
動
か
し
て
き
た

金
正
日
総
書
記
に
招
待
さ
れ
る
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３
章　

張
勝
植
、
精
神
科
病
院
に
入
れ
ら
れ
る

東
京
武
蔵
野
病
院
に
措
置
入
院
の
経
緯

日
本
語
の
秘
密

「
働
」と
い
う
字

エ
デ
ン
の
本
当
の
場
所
と
そ
の
意
味

タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事

世
界
に
隠
さ
れ
て
き
た
本
当
の
秘
密
を
な
ぜ
今
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
明
か
す
の
か

第
４
章　

過
去
か
ら「
未
来
の
歴
史
」ま
で
が「
教
旨
」に
書
か
れ
て
い
る

日
本
語
で
夢
を
見
る

未
来
の
歴
史
１

竹
島
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
を
採
掘
し
た
ら
人
類
そ
の
も
の
が
危
な
い
！
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平
家
は
百
済
、源
氏
は
秦
氏
、そ
の
大
本
は
高
句
麗
か
ら
…
…

三
種
の
神
器
は「
象
徴
」に
す
ぎ
な
い

ア
ヌ
ン
ナ
キ
の
秘
密
を
知
る
こ
と
は
生
死
に
か
か
わ
る
⁉ 　

神
様
が
働
く

未
来
の
歴
史
２

山
王
祭

祭
り
は
日
本
の
一
番
い
い
と
こ
ろ

精
神
科
病
院
に
入
れ
ら
れ
て
成
長
し
た

日
本
政
府
は
桐
の
紋
章
を
使
う

水
素
の
技
術
で
勝
植
さ
ん
と
コ
ラ
ボ

Ｎ
Ｂ
菌
の
開
発
者
・
永
田
英
基
さ
ん

革
新
的
技
術
を
世
界
へ
持
っ
て
い
く

新
た
な「
教
旨
」に「
青
信
号
」が
灯
っ
た

張
基
元
〜
張
勝
植
４
代
の
戸
籍
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※
註

： 
本
書
中
の
歴
史
的
事
実
・
史
料
・
事
件
、
歴
史
認
識
、
歴
史
上
の
人
物
と
系
譜
・
相

関
、
言
語
・
民
族
分
類
、
地
理
・
地
名
、
思
想
・
宗
教
・
法
理
・
学
理
等
は
、
著

者
・
張
勝
植
の
「
教
旨
（
本
文
参
照
）」
に
よ
る
も
の
で
、
一
般
的
学
説
・
論
理
・

認
識
他
と
異
な
る
か
又
は
諸
説
存
在
す
る
場
合
が
あ
る
事
を
御
了
承
願
い
ま
す
。



初
代
・
名
前
は
極
秘
（
生
没
年
不
明
）

│
│　

２
代
目
・
同
（
生
没
年
不
明
）

│
│　

３
代
目
・
正せ

い
烈れ
つ
（
生
没
年
不
明
）

│
│　

４
代
目
・
曾
祖
父　

基き

元げ
ん

（
明
治
天
皇
・
生
年
不
明

－

１
９
７
１
年
））

│
│　

５
代
目
・
祖
父　

仁じ
ん

錫
し
や
く

（
１
９
１
８

－

１
９
４
８
年
）・（
日
本
名
・
木
川
國く

に
三み

つ
）

│
│　

６
代
目
・
父　

永え
い

天て
ん

（
１
９
４
１

－

１
９
８
３
年
）・（
日
本
名
・
木
川
昭
一
郎
）

│
│　
　

永
天
の
弟
・
張
永
楽
、
木
川
清
波
（
３
歳
で
死
亡
）

│
│　

７
代
目
・
張

ち
よ
う

勝
し
よ
う

植
し
よ
く
（
本
書
著
者
・
１
９
６
６
年

－　

当
年
52
歳
）

張家（南朝天皇の血脈）──家系図──



「
基
元
」さ
ん
の
ひ
孫
・
張
勝
植
が

「
世
界
天
皇
」と
な
る
⁉ 　

第
１
章
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張
勝
植
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
参
加
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

張
勝
植
（
ち
ょ
う 

し
ょ
う
し
ょ
く
）

１
９
６
６
年
、
韓
国
・
全
羅
南
道
順
天
生
ま
れ
。
桂
園
芸
術
大
学
映
像
デ
ザ
イ
ン
学
科
卒
業
。
株

式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
グ
リ
ー
ン
代
表
取
締
役
。
本
書
・
著
者
。

鶴
見
和
夫
（
つ
る
み 
か
ず
お
）

１
９
５
７
年
、
静
岡
県
浜
松
市
生
ま
れ
。
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
。
一
般
財
団
法
人
日
本

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ッ
プ
レ
デ
ィ
ス
財
団
専
務
理
事
。
株
式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
グ
リ
ー
ン
専
務
取
締
役
。

若
山
利
文
（
わ
か
や
ま 

と
し
ぶ
み
）

１
９
３
９
年
、
新
潟
県
柏
崎
市
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
科
卒
業
。
水
素
研
究
歴

20
年
。
一
般
社
団
法
人
水
素
健
康
推
進
協
会
会
長
。
株
式
会
社
サ
ン
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
。
徳
島

大
学
産
業
院
招
聘
教
授
。
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第１章　「基元」さんのひ孫・張勝植が「世界天皇」となる !?

「
富
國
産
業
」こ
そ
が
明
治
維
新
の
と
き
の
資
金
の
管
理
会
社

鶴
見　
ま
ず
、
巻
頭
２
〜
３
ペ
ー
ジ
の
写
真
（
２
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
が
韓
国
建
国
の

日
の
祝
賀
の
と
き
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。
真
ん
中
に
い
る
の
が
、
張ち

よ
う

勝し
よ
う

植し
よ
く
さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
・

張ち
よ
う
仁じ

ん

錫し
や
く
さ
ん
（
日
本
名
・
木
川
國く

に
三み

つ
）
で
す
①
。
李り

承し
よ
う
晩ば

ん
（
大
韓
民
国
、
初
代
大
統
領
）
が
こ
ち

ら
②
。
３
番
が
ア
メ
リ
カ
の
将
軍
、
米
陸
軍
軍
政
庁
の
ハ
ー
ジ
（
中
将
）
③
。
勝
植
さ
ん
の
お
じ
い

さ
ん
は
、
李
承
晩
の
実
質
的
な
資
金
援
助
者
で
あ
り
、
韓
国
民
主
党
（
韓
民
党
）
の
副
総
裁
で
し
た

（
総
裁
は
金キ

ム
性ソ

ン
洙ス

）。

　
こ
の
旗
を
持
っ
た
写
真
（
１
）（
１
ペ
ー
ジ
）
の
人
が
お
じ
い
さ
ん
・
仁
錫
さ
ん
で
す
。
仁
錫
さ

ん
が
持
っ
て
い
る
旗
に
は
「
富
國
産
業
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
明
治
維
新
の
と
き
か
ら
の

資
金
の
管
理
会
社
で
す
。

　
旗
に
「
古ふ

る

庄し
よ
う

團だ
ん

」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、

お
じ
い
さ
ん
が
ず
っ
と
守
っ
て
き
た
組
織
で
す
。
別
名
で
「
極
東
会
」
と
も
い
い
ま
す
。

勝
植　
そ
れ
が
、
本
来
の
版は

ん
図と

の
高こ

う
句く

麗り

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
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鶴
見　
「
古ふ

る

庄し
よ
う
」
と
い
う
の
は
高
句
麗
の
こ
と
を
い
う
ん
で
す
。
高
句
麗
の
も
と
も
と
の
領
域
を
、

最
終
的
に
は
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、
資
産
を
全
部
継
承
し
、
本
来
の
相
続
者
に
戻
す
。
そ
の
活
動
を

す
る
た
め
の
古ふ

る

庄し
よ
う
團だ

ん
で
す
。

　
勝
植
さ
ん
ご
自
身
の
名
前
、「
勝
植
」
の
植
、
こ
れ
は
田
植
え
の
や
り
方
、
瑞み

ず
穂ほ

の
国
の
稲
穂
を

意
味
し
ま
す
。
稲
の
苗
で
田
植
え
を
し
て
、
１
万
２
０
０
０
年
前
の
、
縄
文
時
代
か
ら
の
生
産
を
す

る
と
い
う
本
来
の
人
間
の
活
動
を
表
し
て
い
ま
す
。

勝
植　
ア
メ
ン
ホ
テ
プ
（「
聖
な
る
ラ
ー
の
魂
」
の
意
）
か
ら
の
戦
争
が
、
終
わ
り
と
い
う
こ
と
も

意
味
し
ま
す
。

鶴
見　
ア
メ
ン
ホ
テ
プ
か
ら
の
戦
争
と
い
う
の
は
、「
上か

み
エ
ジ
プ
ト
（
上
ナ
イ
ル
）」
と
「
下し

も
エ
ジ
プ

ト
（
下
ナ
イ
ル
）」
の
間
で
の
戦
い
に
始
ま
っ
た
戦
争
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
、
地
球
上
で
起
こ
っ

て
い
る
長
い
間
の
対
立
の
構
造
の
出
発
点
と
い
え
ま
す
。
下
ナ
イ
ル
の
ほ
う
が
基
本
的
に
「
戦
い
、

侵
略
、
植
民
」
と
い
う
好
戦
的
な
考
え
方
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
攻
撃
の
勢
力
「
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
・
エ
ン

キ
」（
シ
ュ
メ
ー
ル
の
神
。
詳
し
く
は
後
述
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
ナ
イ
ル
は
、
そ
れ
ら
を
治

め
て
「
平
和
、
安
全
、
自
然
」
な
世
界
を
築
こ
う
と
す
る
防
衛
の
勢
力
「
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｌ
・
エ
ン
リ

ル
」（
同
様
）
と
が
果
て
し
な
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。「
平
和
な
世
界
の
構
築
」
が
、
彼

ら
、
古
庄
團
の
使
命
。
高
句
麗
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
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第１章　「基元」さんのひ孫・張勝植が「世界天皇」となる !?

勝
植　
そ
れ
が
、
富
國
産
業
の
本
当
の
目
的
で
す
。

　
天
武
天
皇
は
、
高
句
麗
が
な
く
な
っ
た
と
き
の
最
後
の
王
様
の
息
子
で
す
。
新し

ら
ぎ羅
か
ら
日
本
へ
の

亡
命
者
と
し
て
、
多
く
の
人
が
入
っ
て
き
て
、
天
武
天
皇
が
人
々
と
共
に
着
い
た
と
こ
ろ
が
愛
知
県

の
名
古
屋
だ
っ
た
ん
で
す
。

│
│　
天
武
天
皇
は
高
句
麗
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

鶴
見　
天
武
天
皇
は
、
高
句
麗
か
ら
名
古
屋
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
神
武
天
皇
が
秦し

ん
国こ

く
か
ら

最
初
に
来
た
と
こ
ろ
は
、
九
州
の
長
崎
で
す
が
、
長
崎
の
ハ
ン
グ
ル
で
の
読
み
方
は
、「
チ
ャ
ン
キ
」

で
、
張チ

ヤ
ン
キ家
と
同
じ
な
ん
で
す
。
神
武
天
皇
の
一
家
は
、
長
崎
の
地
に
降
り
立
っ
た
。
実
際
に
は
、
天

皇
は
名
字
が
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
「
チ
ャ
ン
キ
」
と
言
っ
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
、
意
味
が
あ
る
の
は
、
韓
国
語
の
「
張チ

ヨ
ウ
ダ田
」
は
、「
一
番
バ
カ
」
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
。
何
で

一
番
バ
カ
な
の
か
と
い
う
と
、
張
田
は
、「
張
家
の
田
ん
ぼ
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
張
家
は
「
こ

れ
は
張
家
だ
け
の
田
ん
ぼ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
み
ん
な
の
田
ん
ぼ
で
す
よ
」
と
言
っ
た
。
み
ん
な

平
等
に
実
り
を
分
け
合
う
田
ん
ぼ
で
す
よ
、
と
言
っ
た
ら
、「
バ
カ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
、

そ
の
こ
と
に
由
来
す
る
ん
で
す
。

勝
植　
こ
れ
が
「
天あ

め
の
下し

た
し
ろ
し
め
す
す
め
ら
ぎ
」
の
意
味
な
ん
で
す
よ
。

鶴
見　
周
り
の
人
た
ち
は
、「
張
家
は
、
自
分
の
田
ん
ぼ
を
み
ん
な
の
田
ん
ぼ
と
、
お
か
し
な
こ
と
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を
言
っ
て
い
る
。
一
番
バ
カ
だ
」
と
言
っ
た
わ
け
で
す
。
韓
国
語
で
張
田
と
い
う
言
葉
は
、
そ
う
い

う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。

│
│　
本
来
は
、
私
有
財
産
を
一
切
放
棄
す
る
。
み
ん
な
神
様
か
ら
の
借
り
も
の
で
す
よ
と
い
う
考

え
方
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
を
愚
か
だ
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

鶴
見　
本
来
は
、
田
ん
ぼ
は
み
ん
な
の
土
地
で
、
神
様
の
土
地
な
ん
で
す
。

勝
植　
古
く
は
、
み
ん
な
、
神
様
の
子
供
で
し
た
。
万
人
の
幸
福
、
生
活
の
安
定
、
そ
れ
を
意
味
す

る
の
が
、「
田
＝
ミ
ズ
ホ
」
な
ん
で
す
。
神
様
が
人
々
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
す
る
の
で
は
な
い
。
中
の

下
の
存
在
で
、
そ
の
証あ
か
し
に
神
様
自
身
が
田
植
え
を
す
る
。
今
上
天
皇
は
田
植
え
、
稲
刈
り
を
し
ま
す

ね
。
万
人
の
生
活
を
守
り
、
命
を
守
る
の
が
、「
山さ

ん
王の

う
」
＝
「
神
様
」
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。

鶴
見　
こ
の
間
（
２
０
１
８
年
６
月
）、
東
京
、
永
田
町
で
山
王
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
日ひ

枝え

神
社
の

祭
り
で
、
江
戸
三
大
祭
の
ひ
と
つ
で
す
。
ヒ
エ
神
社
は
比ひ

叡え
い
山
の
ヒ
エ
か
ら
来
て
い
て
、
比
叡
山
が

一
番
の
存
在
で
す
。
比
叡
山
の
近
く
に
は
三み

井い

寺で
ら
（
園お

ん

城じ
よ
う寺じ

・
滋
賀
県
大
津
市
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

桓
武
天
皇
ゆ
か
り
の
寺
で
す
。
こ
こ
に
は
ミ
イ
ラ
が
あ
っ
て
、
ミ
イ
ラ
の
技
術
は
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
イ
ラ
そ
の
も
の
は
赤せ

き
山ざ

ん
大
明
神
で
す
。

勝
植　
ミ
イ
ラ
寺
が
、
三
井
寺
な
ん
で
す
よ
。

鶴
見　
ミ
イ
ラ
の
寺
だ
か
ら
三
井
寺
。



21

第１章　「基元」さんのひ孫・張勝植が「世界天皇」となる !?

勝
植　
私
は
、
日
本
の
短
歌
を
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
語
が
全
く
話
せ
な
い
と

き
か
ら
、
な
ぜ
か
理
由
は
教
え
ら
れ
ず
に
覚
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鶴
見　
日
本
の
短
歌
は
、
全
部
、
神
様
の
秘
密
コ
ー
ド
な
ん
で
す
。
世
界
で
短
歌
を
う
た
う
の
は
日

本
人
だ
け
。

勝
植　
そ
し
て
、
日
本
人
だ
け
が
神み
こ
し輿
を
守
り
ま
す
。
神
様
の
前
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
は
、
全
て

意
味
が
あ
り
ま
す
。
盆
踊
り
も
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
神
様
は
、
日
本
の
人
々
だ
け

を
信
頼
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
人
が
神
様
の
コ
ー
ド
を
全
て
守
り
続
け
て
き
た
の
で
、
失
わ
れ
て

い
た
日
本
が
持
つ
べ
き
、
全
て
の
権
利
、
相
続
す
る
べ
き
権
利
が
本
来
の
相
続
者
に
戻
る
の
で
す
。

そ
の
意
思
表
示
と
し
て
も
、
私
自
身
が
、
山
王
祭
で
御
輿
を
担
ぎ
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
し
た
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
ん
で
す
。

鶴
見　
山
王
祭
で
、
勝
植
さ
ん
と
一
緒
に
神
輿
を
担
い
で
、
一
緒
に
盆
踊
り
を
見
た
と
き
に
、
彼
が

感
じ
た
こ
と
は
、
世
界
の
中
で
日
本
だ
け
が
神
社
を
大
切
に
受
け
継
ぎ
、
お
祭
り
を
受
け
継
ぎ
、
お

神
輿
を
担
い
で
い
る
。
こ
う
い
う
も
の
を
、
日
本
人
自
身
も
、
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
か
、
実
の

と
こ
ろ
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
し
、
何
で
こ
う
い
う
伝
統
の
行
事
、
儀
式
が
あ
る
の
か
も
、
定
か

で
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
ず
っ
と
今
日
ま
で
継
承
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

勝
植　
白
い
旗
の
真
ん
中
に
、
赤
い
太
陽
が
あ
る
旭
日
旗
、
こ
れ
に
も
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
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の
意
味
は
本
当
に
重
要
で
す
。
世
界
の
中
で
日
本
に
だ
け
神
社
、
神
輿
、
盆
踊
り
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
も
関
連
し
ま
す
。
旭
日
旗
の
本
当
の
意
味
は
、「
運
」
を
つ
か
み
人
々
を
守
る
た
め
に
は
、

本
当
の
「
軍
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
守
る
た
め
の
軍
で
す
。
こ
れ
は
「
運
」
な
ん
で
す
。

「
運
」
と
い
う
漢
字
を
よ
く
見
る
と
、「
軍
の
働
き
」
と
い
う
二
つ
の
文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

「
軍
の
働
き
」
が
「
運
」
と
い
う
意
味
で
す
。

鶴
見　
そ
し
て
、「
運
イ
コ
ー
ル
間ま

」
で
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、「
人

間
、
空
間
、
時
間
」
の
３
要
素
が
運
で
す
。「
人
間
」
と
「
空
間
」
と
「
時
間
」
に
は
、「
人
、
空
、

時
」
に
「
間
」
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。「
人
、
空
、
時
」
の
三
つ
に
「
間ま

」
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
運

で
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が
「
軍
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
の
軍
は
二
つ
意
味
が
あ
っ
て
、

エ
ン
リ
ル
の
軍
は
、「
防
衛
の
た
め
の
兵
の
集
団
と
防
衛
の
た
め
の
戦
争
の
備
え
」
な
ん
で
す
。

勝
植　
万
人
の
田
植
え
の
稲
と
水
を
守
る
の
が
「
防
衛
」
の
「
軍
」。「
平
和
を
守
る
」
＝
「
防
衛
の

軍
」
が
「
エ
ン
リ
ル
の
軍
」
で
す
。
本
当
の
天
皇
の
仕
事
は
田
植
え
と
「
防
衛
」
す
る
「
軍
の
働

き
」
で
し
た
。
天
皇
は
、
言
わ
ば
一
番
下
で
、
一
番
上
で
は
な
い
ん
で
す
。

鶴
見　
一
番
下
だ
か
ら
「
陛
下
」
と
言
い
ま
す
。

勝
植　
そ
し
て
、
天
皇
は
、
所
有
欲
を
持
た
な
い
存
在
で
す
。
み
ん
な
の
田
ん
ぼ
を
守
る
の
が
天
皇

の
「
軍
の
働
き
」
で
す
か
ら
。
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鶴
見　
所
有
欲
を
持
た
ず
、
張チ

ヨ
ウ田ダ

と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人
で
な
け
れ
ば
、
本
来
の
天
皇
で

は
な
い
わ
け
で
す
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、「
富
國
産
業
」
が
明
治
維
新
に
携
わ
っ
た
こ
と
と
、

「
古
庄
」
と
い
う
「
地
上
の
楽
園
」、「
縄
文
時
代
」、「
高
句
麗
」
の
復
活
が
、
今
後
の
日
本
と
世
界

の
平
和
と
安
定
、
人
々
み
ん
な
の
幸
福
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。

明
治
天
皇
の
本
当
の
名
前
は「
基
元
」で
す

勝
植　
１
９
１
０
年
か
ら
１
０
８
年
間
の
天
皇
家
の
苦
難
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
に
も
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
。
私
の
お
じ
い
さ
ん
の
仁じ

ん

錫し
や
く
の
父
、
明
治
天
皇
の
本
当
の
名
前
は
、
張
基き

元げ
ん

で
す
。
こ
れ
を
実
証
す
る
も
の
、
背
景
と
な
る
歴
史
的
事
実
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
16
〜
17
世
紀
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
１
世
は
、
現
在

の
ド
イ
ツ
北
部
の
ザ
ク
セ
ン
か
ら
来
た
人
々
の
末
裔
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
わ
た
っ
て
ア
ン
グ
ロ
・
サ

ク
ソ
ン
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
ザ
ク
セ
ン
で
す
。
こ
の
ザ
ク
セ
ン
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初

め
、
世
界
に
戦
争
と
侵
略
を
も
た
ら
す
元
凶
な
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
百
年
戦
争
（
１
３
３
７

－
１
４
５
３
年
）
に
勝
っ
た
ザ
ク
セ
ン
が
、
イ
ギ
リ
ス
王
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
王
の
称
号
を
主
張
し
、
エ
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リ
ザ
ベ
ス
１
世
は
、
そ
の
王
位
継
承
者
の
ひ
と
り
で
す
。

鶴
見　
イ
ギ
リ
ス
王
家
は
「
教き

よ
う旨し

」（
神
様
の
教
え
。
49
ペ
ー
ジ
に
詳
述
）
の
内
容
を
知
ら
な
い
。

こ
の
「
教
旨
」
が
、
世
界
の
歴
史
が
動
く
と
き
に
最
も
重
要
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
は
、

本
当
の
王
家
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
宝
石
で
飾
ら
れ
た
王
冠
や
豪
華
な
衣
裳
を
身
に
付
け
て
、

人
々
に
見
せ
つ
け
る
。
一
方
で
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
継
承
者
は
、
あ
る
程
度
「
教
旨
」
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
王
家
は
彼
ら
ユ
ダ
ヤ
金
融
資
本
に
利
用
さ
れ
て
、
お
カ
ネ
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

勝
植　
こ
の
「
教
旨
」
に
よ
っ
て
、
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の
基
元
は
、
影
武
者
（Com

prador

）
を
代

わ
り
の
明
治
天
皇
と
し
て
立
て
て
、
自
分
は
、
息
子
・
仁
錫
と
一
緒
に
張
家
の
戸
籍
に
変
え
て
朝
鮮

に
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
１
９
１
０
年
の
韓
国
併
合
の
少
し
前
。
朝
鮮
半
島
に
新
し
い
国
づ
く
り

を
す
る
た
め
で
す
。
張
家
の
戸
籍
を
使
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
、
天
皇
家
、
皇
室
に
は
名
字
が
な
い

か
ら
で
す
。
目
的
達
成
の
た
め
に
張
家
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
朝
鮮
で
改

革
を
行
い
、
そ
の
結
果
大
韓
民
国
が
終
戦
後
の
１
９
４
８
年
に
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の
47
年
に
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
コ
ア
デ
ィ
・
ウ
ェ

デ
マ
イ
ヤ
ー
（Albert Coady W

edem
eyer

）
が
、
朝
鮮
半
島
に
新
し
い
国
を
建
国
す
る
た
め
の

会
議
の
た
め
に
、
基
元
と
仁
錫
の
家
（
全
羅
南
道
順
天
市
）
に
や
っ
て
き
て
、
１
週
間
滞
在
し
ま
し
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た
。
基
元
の
血
脈
、
南
朝
の
本
当
の
天
皇
に
よ
る
「
世
界
幕
府
」
の
教
旨
の
重
要
な
一
環
が
ア
メ
リ

カ
で
し
た
か
ら
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
世
界
安
全
保
障
体
制
づ
く
り
に
も
関
与
し
て
い
た
ん
で
す
。

鶴
見　
勝
植
さ
ん
の
先
祖
は
、
神
武
天
皇
以
来
、
教
旨
に
よ
っ
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
の
「
幕

府
」
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
独
立
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件

に
も
関
与
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
勝
植
さ
ん
の
直
接
の
先
祖
の
初
代
、
明

治
天
皇
・
基
元
さ
ん
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
は
、
教
旨
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
神
武
天
皇
の
末
裔
、
後
醍
醐
天
皇
（
南
朝
）
の
直
系
の
血
脈
を
ひ
く
張
家
の
初
代
は
、
２
代
目
と

と
も
に
、
長
い
間
、
雌し

伏ふ
く
し
て
い
た
「
山さ

ん
家け

（
29
、
68
ペ
ー
ジ
で
詳
述
）」
を
出
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の

東
イ
ン
ド
会
社
の
船
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
航
海
し
、
最
初
は
、
イ
タ
リ
ア
に
上
陸
し
ま
し
た
。
目
的
は
、

教
旨
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
歴
史
的
転
換
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
す
。
か
つ
て
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

帝
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
、
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
な
ど
の
大
帝
国
）
が
築
い
た

よ
う
な
、
美
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
再
建
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
共
鳴
し
た
の
で
す
。

│
│　
そ
の
方
の
名
前
は
、
な
ん
と
い
う
ん
で
す
か
。

勝
植　
こ
れ
は
秘
密
な
ん
で
す
。
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
日
、「
真
の
大
政
奉
還
」
の
日
が
近
々
来

る
と
思
い
ま
す
。
世
界
の
「
真
の
大
政
奉
還
」、
つ
ま
り
、
み
ん
な
の
た
め
の
田
ん
ぼ
、
世
界
の

人
々
が
平
和
で
平
等
な
生
活
が
で
き
、
そ
し
て
、
地
上
の
楽
園
が
構
築
さ
れ
る
、
と
い
う
見
通
し
が
、
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私
の
「
教
旨
」
に
よ
っ
て
つ
け
ば
、
公
開
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
っ
た
初
代
と
２
代
目
は
、「
世
界
幕
府
を
つ
く
る
」
と
い
う
教
旨
か
ら
、
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
帝
国
の
平
和
に
よ
る
支
配
の
手
助
け
を
し
ま
し
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
６

世
（
１
６
８
５

－

１
７
４
０
年
）
の
ひ
孫
・
フ
ラ
ン
ツ
２
世
の
息
子
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
の
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
１
世
か
ら
支
援
を
申
し
込
ま
れ
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
１
世
の
隠
し
子
で
あ
る
娘
を

保
護
し
た
の
で
す
。
初
代
と
２
代
目
は
、
こ
う
し
て
こ
の
と
き
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
教
旨
を
成
し
遂

げ
た
。
そ
の
後
、
明
治
政
府
が
長
州
出
身
者
の
主
導
で
ド
イ
ツ
の
憲
法
な
ど
法
制
を
参
考
と
し
た
の

に
は
、
こ
の
と
き
の
結
び
付
き
が
あ
っ
た
た
め
と
い
い
ま
す
。

　
初
代
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
骨
を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
２
代
目
は
自
ら
の
教
旨
に
従
っ
て
、

３
代
目
の
正
烈
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
１
世
の

隠
し
子
と
そ
の
母
親
一
家
を
保
護
し
、
一
緒
に
渡
米
し
た
の
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独

立
と
、
世
界
幕
府
の
構
築
の
端
緒
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
「
地
上
の
楽
園
」
を
建
設
す
る
こ
と
で
し

た
。

鶴
見　
ア
メ
リ
カ
独
立
で
の
２
代
目
の
仕
事
と
し
て
は
、
有
名
な
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
が
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
あ
り
ま
す
。
２
代
目
が
わ
た
っ
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
の

で
、
米
市
民
の
３
分
の
１
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
寄
り
、
３
分
の
１
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
い
、
残
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（出典・『コンサイス外国人名事典』三省堂編集所
／『東欧史』矢田俊隆編・山川出版社、他）
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り
３
分
の
１
は
、
中
立
と
い
う
、
ま
さ
に
国
内
世
論
が
拮き

つ
抗こ

う
し
た
状
態
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き

に
、
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
（
１
７
７
３
年
）
が
起
こ
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
植
民
地
ア
メ
リ

カ
で
の
お
茶
な
ど
の
販
売
に
新
し
い
法
律
を
つ
く
っ
て
重
い
税
金
を
か
け
、
財
政
的
に
行
き
詰
ま
っ

た
東
イ
ン
ド
会
社
が
お
茶
の
在
庫
を
安
く
売
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
ア
メ
リ
カ
独
立
を
目
指

し
て
い
た
人
た
ち
が
、
ボ
ス
ト
ン
港
で
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
を
襲
撃
、
そ
こ
に
積
ま
れ
た
お
茶
を
海

に
投
げ
捨
て
た
の
で
す
。
そ
の
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
２
代
目
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た

世
界
の
歴
史
的
転
換
を
視
野
に
入
れ
た
行
動
が
、
教
旨
に
よ
る
張
家
の
働
き
な
ん
で
す
ね
。

勝
植　
張
家
の
教
旨
は
、
初
代
、
２
代
目
、
３
代
目
、
そ
の
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
旨
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
ひ
と
つ
一
貫
し
て
い
る
の
が
、「
真
の
大
政
奉
還
」
を
実
現
す
る
と
い
う
目
的

で
す
。
江
戸
幕
府
か
ら
明
治
政
府
へ
の
大
政
奉
還
は
、
そ
の
ご
く
一
部
。「
世
界
幕
府
」
の
構
築
が

最
終
的
段
階
な
ん
で
す
。
南
朝
の
血
脈
を
継
ぐ
、
本
当
の
天
皇
が
築
く
「
世
界
幕
府
」
の
有
力
な
一

部
で
あ
る
「
左
の
幕
府
」
が
現
在
の
ア
メ
リ
カ
で
す
。
そ
し
て
、「
右
の
幕
府
」
が
今
の
ロ
シ
ア
な

ん
で
す
。
そ
の
左
の
幕
府
と
右
の
幕
府
の
代
表
が
、
18
年
７
月
に
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
の
首
脳
会
談
で

話
し
た
こ
と
は
、
世
界
平
和
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
教
旨
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
も
、
プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
も
、
教
旨
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
２
代
目
が
保
護
し
て
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
１
世
の
隠
し
子
の
娘
が
３
代
目
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の
正せ

い
烈れ

つ
と
結
婚
し
、
生
ま
れ
た
息
子
が
基
元
、
つ
ま
り
、
長
州
・
田
布
施
の
大お

お
室む

ろ
寅と

ら
之の

祐す
け
で
あ
り
、

本
当
の
明
治
天
皇
で
す
。
だ
か
ら
、
大
室
寅
之
佑
は
、
金
髪
気
味
な
ん
で
す
。
明
治
天
皇
は
、
記
録

写
真
が
少
な
い
の
で
す
が
、
写
真
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
表
に
出
せ
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
。

鶴
見　
本
当
の
姿
を
世
の
中
に
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
南
朝
正
統
の
血
脈
を
守
る

本
当
の
天
皇
で
す
。

勝
植　
張
家
の
初
代
以
前
は
、
南
北
朝
の
争
い
を
逃
れ
た
、「
山さ

ん
家け

」
で
す
。

鶴
見　
要
す
る
に
、
南
北
朝
時
代
以
降
、
正
統
の
天
皇
で
あ
る
南
朝
は
、
北
朝
の
天
皇
の
陰
に
隠
れ

て
、
山
家
と
し
て
、
秋
田
な
ど
東
北
地
方
で
直
系
の
血
脈
を
ず
っ
と
守
っ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
の
正

統
な
南
朝
の
天
皇
家
に
、
カ
ー
ル
６
世
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
直
系
の
血
が
入
っ
て
、
明
治
天
皇
が

生
ま
れ
た
の
で
す
。

│
│　
大
室
寅
之
祐
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

勝
植　
こ
れ
く
ら
い
の
金
髪
で
す
よ
（
勝
植
さ
ん
が
、
自
分
の
ひ
げ
の
一
本
を
指
し
示
す
。
ひ
げ
に

金
髪
が
混
じ
っ
て
い
る
）。

鶴
見　
そ
れ
だ
か
ら
、
明
治
天
皇
は
、
ほ
と
ん
ど
一
切
写
真
を
撮
ら
せ
な
か
っ
た
ん
で
す
。

│
│　
す
ご
い
話
で
す
ね
。
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勝
植　
こ
れ
が
私
が
知
る
秘
密
で
す
。
世
界
史
の
中
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
独
立
と
同
じ
く
ら
い
重
要

な
の
が
、「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
す
。

鶴
見　
６
月
25
日
、
こ
れ
は
朝
鮮
戦
争
の
始
ま
っ
た
日
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
こ
と
し
、
18
年
６
月
25

日
を
も
っ
て
、「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
が
本
当
の
意
味
で
終
わ
り
始
め
た
ん
で
す
。

勝
植　
イ
ギ
リ
ス
の
覇
権
と
キ
リ
ス
ト
教
会
、
バ
チ
カ
ン
の
正
義
が
世
界
を
植
民
地
に
し
よ
う
と
し

て
い
た
時
代
の
終
わ
り
に
、
昭
和
天
皇
が
利
用
さ
れ
た
太
平
洋
戦
争
は
、「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
で

は
な
い
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
、
け
し
か
け
ら
れ
た
戦
争
で
す
よ
。

鶴
見　
そ
れ
を
日
本
に
よ
る
侵
略
戦
争
だ
っ
た
、
と
言
う
人
が
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
誤
解
で
す
。

本
当
の
意
味
は
、
も
っ
と
大
き
な
「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
の
ご
く
一
部
な
ん
で
す
。

勝
植　
昭
和
の
「
大
東
亜
戦
争
」
は
、
日
本
の
野
心
だ
っ
た
。
影
武
者
の
昭
和
天
皇
が
、
大
陸
進
出

と
い
う
ロ
マ
ン
と
野
心
を
少
し
抱
い
て
、
軍
部
に
利
用
さ
れ
て
起
こ
し
た
戦
争
で
す
。
そ
し
て
、

「
満
州
軍
人
」
が
生
き
残
っ
た
。
今
の
北
朝
鮮
の
軍
隊
の
中
枢
が
「
満
州
軍
人
」
の
精
神
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
か
つ
て
の
「
関
東
軍
」
の
一
部
で
す
。
と
か
く
、「
関
東
軍
」
と
い
う
と
、
満
州
開

拓
民
を
置
き
去
り
に
し
て
撤
退
し
た
、
と
評
判
が
悪
い
の
で
す
が
、
あ
の
部
隊
と
は
、
全
く
違
う
精

鋭
の
兵
士
た
ち
の
後
継
者
で
す
。
こ
の
満
州
軍
を
コ
ア
と
し
て
、「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
の
た
め
に

戦
う
軍
、
防
衛
軍
を
つ
く
る
ん
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
南
北
朝
鮮
の
統
一
が
目
前
の
任
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務
で
す
よ
。

鶴
見　
北
朝
鮮
に
満
州
軍
が
残
っ
て
、
最
終
的
に
、
古
庄
團
に
よ
る
本
当
の
高
句
麗
の
復
活
が
、
実

現
に
向
か
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
大
東
亜
戦
争
に
お
い
て
、
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
負
け
た
わ
け
で
は

な
い
。
高
句
麗
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、
ず
っ
と
力
を
温
存
し
て
い
た
の
が
北
朝
鮮
で
す
。
金キ

ム

正
ジ
ヨ
ン

恩ウ
ン
委
員
長
は
、
一
般
の
人
か
ら
見
る
と
ヒ
ト
ラ
ー
み
た
い
な
好
戦
的
な
独
裁
者
だ
と
思
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
違
う
。
北
朝
鮮
が
持
っ
て
い
る
本
当
の
目
的
を
守
り
、
実
現
す
る
た
め
に
、

金キ
ム

正ジ
ヨ
ン
日イ

ル
総
書
記
の
三
男
坊
と
し
て
、
ス
イ
ス
で
英
才
教
育
を
受
け
て
き
た
。
金
正
恩
委
員
長
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
首
脳
会
談
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
結
果
と
し
て
起
こ

っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮
に
対
し
て
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
が
負
け
た
ん
で

す
。
北
朝
鮮
の
軍
の
将
軍
に
。

勝
植　
神
様
か
ら
の
使
命
を
授
か
っ
た
人
々
、
軍
人
が
、
本
当
の
将
軍
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、

首
脳
会
談
で
の
儀
式
の
中
で
北
朝
鮮
の
将
軍
に
対
し
て
敬
礼
を
し
た
本
当
の
意
味
が
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。

鶴
見　
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
で
日
本
に
勝
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
背
景
に
は
、
高
句
麗
の
正
統
を
受
け

継
ぐ
本
当
の
戦
い
が
あ
っ
た
。
日
本
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
大
東
亜
戦
争
は
、
そ
う
い
う
趣
旨
で
満

州
国
を
擁
護
し
、
や
っ
て
き
た
ん
だ
け
れ
ど
、
日
本
の
中
に
も
、
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
人
た
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ち
も
い
た
。
靖
國
神
社
は
、
ま
さ
に
本
当
の
意
味
の
「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
の
た
め
、
高
句
麗
（
争

い
の
な
い
地
上
の
天
国
と
し
て
の
縄
文
時
代
）
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
戦
っ
て
死
ん
だ
人
た
ち
を
祀ま

つ

る
と
こ
ろ
で
す
。
だ
か
ら
、
日
本
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
韓
国
人
も
、
台
湾
人
も
、
モ
ン
ゴ
ル
人
も

世
界
の
誰
も
が
拝
む
ん
で
す
。
中
国
政
府
だ
け
が
、
自
国
内
の
反
政
府
運
動
を
抑
制
し
、
反
日
感
情

を
焚
き
つ
け
る
た
め
に
、
お
門
違
い
の
批
判
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
す
。

　
18
年
６
月
25
日
に
、
勝
植
さ
ん
は
、
私
と
一
緒
に
靖
國
神
社
本
殿
に
昇
殿
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
に
は
、
朝
鮮
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
全
て
の
人
、
約
４
５
０
万
人
の
命み

こ
と
を
靖
國
神
社
に
上
げ
て
く

だ
さ
い
と
書
い
た
ん
で
す
。
名
字
な
し
の
「
勝
植
」
の
記
名
で
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で

祝の
り
と詞
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
で
本
当
の
意
味
で
の
大
東
亜
戦
争
が
終
わ
っ
た
ん
で
す
。

　
大
東
亜
戦
争
は
、
基
本
的
に
ザ
ク
セ
ン
を
中
心
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
世
界
各
地
を
植
民
地
化
す

る
と
い
う
壮
大
な
歴
史
の
動
き
の
中
の
一
環
で
、
そ
の
一
端
と
し
て
清
国
が
イ
ギ
リ
ス
に
侵
食
さ
れ

た
。
清
国
も
、
も
と
も
と
、
高
句
麗
な
ん
で
す
よ
。

勝
植　
高
句
麗
家
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
も
高
句
麗
家
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
大
半
、
南
は
コ
ー
カ
サ
ス

（
カ
フ
カ
ス
）
山
脈
か
ら
北
は
ウ
ラ
ル
山
脈
、
そ
の
一
帯
よ
り
東
側
は
、
全
て
高
句
麗
の
版は
ん
図と

な
ん

で
す
。

鶴
見　
ジ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
も
高
句
麗
家
で
す
。
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勝
植　
高
句
麗
そ
の
も
の
で
す
よ
。
そ
の
象
徴
が
八や

咫た

烏が
ら
す
な
ん
で
す
。

鶴
見　
八
咫
烏
は
、
高
句
麗
の
王
家
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
八
咫
烏
は
、
紀
伊
半
島
の
熊
野
か
ら
大
和

の
橿か

し
原は

ら
ま
で
、
神
武
天
皇
を
導
い
た
神
の
使
い
で
も
あ
る
。

勝
植　
チ
ャ
ン
キ
（
張
家
）
は
韓
国
語
で
の
意
味
が
雉キ

ジ
の
雄
の
こ
と
で
す
。
さ
っ
き
話
し
た
よ
う
に
、

長
崎
の
読
み
で
も
あ
り
ま
す
。

鶴
見　
鳥
の
家
、
チ
ャ
ン
キ
。

│
│　
め
く
る
め
く
よ
う
な
お
話
で
す
ね
。

鶴
見　
仁
錫
さ
ん
は
、
韓
国
の
建
国
に
貢
献
し
て
、
韓
国
建
国
の
父
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、

李
承
晩
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
大
韓
民
国
の
建
国
の
年
、
１
９
４
８
年
の
10
月
22
日
に
襲
撃

さ
れ
、
２
日
後
の
24
日
に
葬
式
を
執
り
行
っ
た
ん
で
す
。

│
│　
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
基
元
さ
ん
で
す
ね
。

鶴
見　
勝
植
さ
ん
が
基
元
さ
ん
の
ひ
孫
ご
本
人
、
お
父
さ
ん
が
永え
い
天て

ん
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
が
仁
錫
さ

ん
、
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
の
基
元
さ
ん
が
明
治
天
皇
で
す
。

│
│　
み
ん
な
暗
殺
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

鶴
見　
い
い
え
、
仁
錫
さ
ん
だ
け
が
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
８
年
８
月
15
日
に
、
写
真
（
２
）

（
２
、
３
ペ
ー
ジ
）
に
あ
る
よ
う
に
、
念
願
の
韓
国
建
国
が
成
っ
て
、
そ
の
と
き
に
は
そ
の
功
績
で



34

真
ん
中
に
い
る
李
承
晩
の
、
ま
さ
に
隣
に
位
置
し
て
い
た
。
で
す
か
ら
功
績
が
認
め
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
す
。
そ
ん
な
功
績
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
李
承
晩
は
裏
切
っ
て
、
自
分
の
党

を
つ
く
っ
た
。
李
承
晩
は
、
自
分
の
側
近
た
ち
だ
け
で
党
を
つ
く
っ
た
の
で
、
仁
錫
さ
ん
は
自
分
の

実
家
に
戻
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
李
承
晩
の
裏
切
り
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
仁
錫
さ

ん
が
い
る
と
、
李
承
晩
と
し
て
は
都
合
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
暗
殺
し
た
ん
で
す
。

　
永
天
さ
ん
は
、
１
９
６
５
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
建
国
に
貢
献
し
、
日
韓
平
和
条
約
に
当
事
者
と
し

て
サ
イ
ン
し
て
、
そ
の
資
金
を
全
部
出
し
た
。
そ
の
日
韓
基
本
条
約
の
円え

ん

借し
や
つ
款か

ん
の
利
権
に
政
治
家

が
ワ
ー
ッ
と
群
が
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
今
の
政
治
資
金
の
闇
の
部
分
で
す
。
ヤ
ク
ザ
組
織
な
ど
に
も
流
れ
た
。
山
口
組
と
か
、

在
日
朝
鮮
・
韓
国
人
組
織
、
同
和
団
体
に
も
流
れ
た
ん
で
す
。
流
れ
た
と
い
う
の
は
、
結
局
、
信
託

し
て
い
る
お
カ
ネ
だ
か
ら
、
そ
れ
を
運
用
す
る
権
利
を
行
使
し
て
銀
行
か
ら
貸
し
付
け
る
。
そ
う
い

う
形
で
お
カ
ネ
が
流
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
フ
ァ
ン
ド
の
運
営
権
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た

か
も
権
利
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
動
か
し
て
き
て
、
お
カ
ネ
を
生
ん
で
き
た
ん
で
す
。

│
│　
そ
う
い
う
組
織
は
、
砂
上
の
楼
閣
な
ん
で
す
ね
。

鶴
見　
そ
う
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
事
実
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
、
バ
レ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、

彼
ら
は
ず
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
ん
で
す
。
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影
武
者
は
徳
川
家
の
血
統
の
人

勝
植　
本
当
の
天
皇
が
、
日
本
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
、
明
治
の
終
わ
り
以
来
、
影
武
者
を
演
じ
て

き
た
徳
川
家
は
、
知
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

鶴
見　
今
の
天
皇
、
今
上
天
皇
は
、
明
治
の
影
武
者
以
来
、
徳
川
家
の
血
を
引
く
人
で
す
。
影
武
者

と
し
て
の
天
皇
な
ん
で
す
。

勝
植　
睦む

つ
仁ひ

と
さ
ん
（
明
治
天
皇
の
諱い

み
な
、
睦
仁
天
皇
と
も
）
の
最
後
の
奥
さ
ん
の
血
を
引
く
人
と
い
う

意
味
で
す
ね
。

鶴
見　
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
に
睦
仁
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
で
、
明
治
時
代
が
終
わ
り
、

大
正
時
代
が
始
ま
っ
た
。
睦
仁
さ
ん
が
結
婚
し
て
い
た
奥
さ
ん
の
お
子
さ
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
系

統
だ
け
ど
、
そ
れ
は
徳
川
家
の
血
筋
な
ん
で
す
。

勝
植　
大
正
天
皇
は
、
真
面
目
な
人
で
し
た
。
私
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
、
基
元
さ
ん
の
教
旨
を
重
ん

じ
て
、
朝
鮮
半
島
、
満
州
を
重
視
し
ま
し
た
。
当
時
、
日
本
で
言
わ
れ
た
狭
い
意
味
で
の
「
大
東
亜

戦
争
」
で
は
な
い
、
本
来
の
「
真
の
大
東
亜
戦
争
」
で
の
「
天
皇
の
軍
人
」
と
い
う
の
は
、
満
州
軍
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人
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
、「
南
朝
の
天
皇
の
軍
人
」
で
す
。
そ
の
目
的
は
、「
朝
鮮
半
島
の
自
立
」
で
、

戦
後
は
、
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
）
建
国
に
貢
献
し
ま
し
た
。

鶴
見　
大
正
天
皇
は
、
当
時
の
日
本
の
「
軍
産
複
合
体
（
軍
部
と
軍
事
物
資
・
兵
器
産
業
が
戦
争
を

仕
組
ん
で
拡
大
し
、
無
限
の
利
益
を
追
求
す
る
シ
ス
テ
ム
）」
の
企
業
な
ど
に
し
て
み
れ
ば
、
邪
魔

な
存
在
だ
か
ら
、
か
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
後
、
起
こ
っ
た
朝
鮮
戦
争
も
「
真
の
大
東
亜
戦

争
」
の
一
部
と
し
て
起
こ
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
前
に
、
な
ぜ
昭
和
天
皇
が
、
大
陸
に
対
し
て
侵

略
行
為
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
結
局
、
昭
和
天
皇
に
軍
部
の
工
作
員
が

近
づ
い
て
、
そ
そ
の
か
し
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
、
み
ん
な
の
フ
ァ
ン
ド
を
泥
棒
し

た
人
た
ち
に
操
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
昭
和
天
皇
自
身
が
、
す
ご
く
偉
く
な
っ
た
よ
う
な
、
ち
ょ
う
ど

世
界
制
覇
を
目
指
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
国
王
に
な
っ
た
み
た
い
な
感
じ
で
、
一
時
期
、「
侵
略
」
と
い

う
彼
ら
（
ザ
ク
セ
ン
＝
エ
ン
キ
）
の
思
想
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
５
・
15
事
件
や

２
・
26
事
件
の
と
き
、
反
乱
を
起
こ
し
た
将
校
た
ち
は
、
当
時
の
東
北
の
貧
し
い
人
た
ち
の
た
め
に
、

あ
る
べ
き
本
当
の
軍
の
姿
を
目
指
し
た
の
に
、
昭
和
天
皇
は
、
そ
の
訴
え
を
聞
く
耳
が
な
か
っ
た
わ

け
で
す
よ
。
全
員
、「
謀
反
人
」「
逆
賊
」
と
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
天
皇
の
大
き

な
誤
り
で
す
。
で
も
、
そ
の
後
、
連
合
国
軍
、
ア
メ
リ
カ
に
負
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
平

和
の
大
切
さ
に
目
覚
め
た
ん
で
す
。
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戦
後
も
、
昭
和
天
皇
に
対
し
て
、
い
ろ
ん
な
罠
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
、
熊
本
の

ロ
ザ
リ
オ
の
事
件
が
あ
る
。『
天
皇
の
ロ
ザ
リ
オ
』
と
い
う
本
を
鬼
塚
英
昭
と
い
う
人
が
書
い
て
い

ま
す
。
あ
れ
は
、
要
す
る
に
、
バ
チ
カ
ン
が
、
神
道
の
代
表
者
で
あ
る
天
皇
を
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者

に
し
よ
う
と
し
た
で
き
ご
と
で
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
幼
稚
園
の
行み

幸ゆ
き
に
、
昭
和
天
皇
が
赴
い
た

と
き
に
、
そ
の
幼
稚
園
に
あ
る
教
会
に
昭
和
天
皇
を
招
待
し
て
、
そ
の
場
で
洗
礼
を
受
け
さ
せ
よ
う

と
し
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
直
前
に
な
っ
て
そ
れ
を
中
止
さ
せ
た
。
天
皇
が
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
な

っ
た
ら
、
バ
チ
カ
ン
の
下
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
と
ん
で
も
な
い
話
で
す
。

勝
植　
こ
の
出
来
事
で
、
当
時
、
韓
国
に
い
た
、
私
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
と
お
じ
い
さ
ん
が
、
日
本

に
来
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
前

で
、
昭
和
天
皇
を
𠮟
っ
た
そ
う
で
す
。

鶴
見　
ロ
ザ
リ
オ
の
事
件
の
話
を
聞
い
て
、
韓
国
に
い
た
勝
植
さ
ん
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん
が
「
お
ま

え
は
影
武
者
で
あ
っ
て
も
、
天
皇
と
い
う
の
は
神
道
の
一
番
の
祭
祀
の
ト
ッ
プ
な
ん
だ
。
な
ぜ
、
こ

ん
な
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
に
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
ミ
ス
を
犯
し
そ
う
に
な
っ
た
の
か
」
と
、
わ
ざ

わ
ざ
、
昭
和
天
皇
を
𠮟
り
に
き
た
。
白
い
馬
に
乗
っ
て
、
白
い
服
を
着
て
。
日
の
丸
の
白
で
す
ね
。

そ
の
出
で
立
ち
で
、「
お
ま
え
は
、
ま
が
り
な
り
に
も
日
本
を
し
ょ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
…
…
」
と

い
う
話
を
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
そ
の
よ
う
す
の
写
真
も
、
動
画
映
像
も
あ
る
ん
で
す
。
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な
ぜ
、
睦
仁
さ
ん
が
影
武
者
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
睦
仁
さ
ん
自
身
、
本
当
に
体
が
弱
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
表
向
き
は
睦
仁
さ
ん
が
明
治
天
皇
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
大
正
天

皇
は
、
睦
仁
さ
ん
の
子
で
は
な
く
、
昭
憲
皇
太
后
が
養
子
と
し
て
育
て
た
人
で
す
。

　
秘
密
を
守
ら
せ
る
た
め
。
そ
の
女
官
は
、
す
ご
い
恩
賞
を
与
え
ら
れ
た
。
従
二
位
か
ら
正
一
位
ま

で
上
が
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
大
正
天
皇
と
一
切
会
わ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
明
治
天
皇
か
ら
大
正

天
皇
へ
の
血
統
に
つ
い
て
は
一
生
の
秘
密
で
す
。

　
徳
川
は
北
朝
を
立
て
な
が
ら
、
徳
川
幕
府
を
守
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
い
く
と
、
影
武
者
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
よ
く
心
得
て
い
た
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と

代
々
伝
え
た
ん
で
す
。
今
、
日
本
で
、
そ
う
い
っ
た
旧
家
で
も
ト
ッ
プ
は
徳
川
家
で
す
。
靖
國
神
社

の
ト
ッ
プ
も
徳
川
家
だ
し
、
華
族
会
館
（
現
・
霞
会
館
）
の
ト
ッ
プ
も
徳
川
家
お
よ
び
重
臣
の
末
裔

で
す
。
ど
こ
で
も
、
徳
川
家
が
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
に
重
要
な
と
こ
ろ
の
ト
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で
守

っ
て
い
る
。
勝
植
さ
ん
は
、
徳
川
家
に
は
、
あ
る
意
味
、
感
謝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
間
、
山
王
祭
の
と
き
に
お
会
い
し
た
、
四
谷
の
紀
尾
井
町
の
町
会
長
も
、
24
年
間
、
町
会
長

を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
方
は
徳
川
慶
喜
公
の
ひ
孫
で
す
。
神
戸
の
大
地
主
と
徳
川
家
の

孫
が
結
婚
さ
れ
て
、
生
ま
れ
た
の
が
そ
の
紀
尾
井
町
の
町
会
長
で
し
た
。


